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市
阿
村
合
併
に
関
す
る
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト

村
役
場
で
は

「市
町
村
合
併
に
関
す
る
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」
を
二
月
上
旬
か
ら
二
月

下
旬
に
か
け
て
無
作
為
に
抽
出
し
、
村
民

一
千
名
に
対
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
、

ア
ン
ケ
ー
ト
の
調
査
報
告
書
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
抜
粋
し
て
掲
載
致
し
ま
す
。
ご
協

力
頂
き
ま
し
た
村
民
の
方
々
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

0

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
の
概
要

一　

目
的

市
町
村
合
併
に
対
す
る
村
民
の

方
々
の
考
え
方
や
意
見
を
収
集

し
、
今
後
の
本
村
の

「市
町
村

合
併
」
に
つ
い
て
参
考
に
す
る

も
の
と
す
る
。

一
一　
ア
ン
ケ
ー
ト
方
法

無
記
名
方
式

〓
一　
実
施
期
間

平
成
十
五
年
二
月
二
日
か
ら

平
成
十
五
年
二
月
二
八
日
ま
で

四
　
ア
ン
ケ
ー
ト
対
象
者

無
作
為
に
抽
出
し
た
二
十
歳
以

上
の
村
民

一
千
名

五
　
ア
ン
ケ
ー
ト
回
答
者
数

三
〇
六
之
Ｈ

工〈
　
ア
ン
ケ
ー
ト
回
収
率

三
〇

・
六
％

あ
な
た
は
市
町
村
合
併
に
関

心
が
あ
り
ま
す
か
。

「非
常
に
関
心
が
あ
る
」
「少
々
関

心
が
あ
る
」
を
合
わ
せ
る
と
、
七
七
・

七
％
と
な
り
、約
人
割
の
方
が
市
町

村
合
併
に
対
し
て
関
心
を
持
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、
「関
心
が
な
い
」
が
一三

％
、

「わ
か
ら
な
い
」
が
一〇
・五
％
で
あ
っ
た
。

年
齢
別
に
見
る
と
、
「非
常
に
関

心
が
あ
る
」
「
少
々
関
心
が
あ
る
」

と
答
え
た
年
代
が
最
も
多
い
の
が
三

〇
代
で
九
〇
・九
％
、
最
少
だ
っ
た
の

が
七
〇
代
以
上
で
六
二
・七
％
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
「関
心
が
な
い
」
「わ
か

ら
な
い
」
共
に
最
多
は
七
〇
代
以
上

で
あ
っ
た
。

男
女
別
で
見
る
と
、
「非
常
に
関

心
が
あ
る
」
「
少
々
関
心
が
あ
る
」

と
答
え
た
の
は
、男
性
が
人
三
と
一％
、

女
性
が
五
六
・〇
％
で
男
性
が

一七
・

三
ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
た
。
「関
心
が
な

い
」
は
男
性
が
九
・七
％
、女
性
が
三
下

人
％
で
女
性
が
三
二
上
ポ
イ
ン
ト
上

回
っ
た
。
ま
た
、
「わ
か
ら
な
い
」
は
男

性
六
。九
％
女
性
〓
三
％
で
女
性
の

方
が
五
二
一ポ
イ
ン
ト
上
回
っ
た
。

な
お
、
年
齢
別
、
男
女
別
の
率

（％
）
は
、
各
年
齢
別
、
男
女
別

内
の
率
で
す
。

あ
な
た
の
周
り
で
市
町
村
合
併

は
話
題
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

「活
発
に
議
論
さ
れ
て
い
る
』
「話

し
た
り
聞
い
た
り
し
た
こ
と
は
あ
る
」

を
合
わ
せ
る
と
、
五
人
生
％
と
な
り
、

約
半
数
以
上
の
方
は
市
町
村
合
併

の
話
題
に
な
ん
ら
か
の
形
で
触
れ
て

い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一方

「
話
題
に
な
っ
て
い
な
い
」
が

今
の
ま
ま
の
今
帰
仁
村
の
規

模
で
、
今
後
村
民
が
要
求
す

る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
こ

と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
か
。

「知

っ
て
い
る
」
が
六
二

・
人

％
、

「知
ら
な
い
」
が
二
五

・
九

％
で

「知

っ
て
い
る
」
が

「知
ら

な
い
」
を
二
六

・
九
ポ
イ
ン
ト
上

回

っ
た
。

「知

っ
て
い
る
」
と
答

え
た
方
で
も
自
由
意
見
に
記
載
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
支
援
策
が
ど

う
い
う
内
容
の
も
の
な
の
か
、
ど

う
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
か
詳

細
ま
で
は
周
知
さ
れ
て
い
な
い
よ

う
に
感
じ
る
。
今
後
、
市
町
村
合

併
に
関
す
る
情
報
の
提
供
等
早
急

に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
わ
れ
る
。

〇 不明
07%(2)

※ ( )内 は回答数

わからない
105%

11 1

一≡

下
〇
％
あ
り
、市
町
村
合
併
に

対
す
る
情
報
の
周
知
が
薄
く
、
広

報
紙
等
を
と
お
し
て
市
町
村
合
併

に
関
す
る
情
報
を
提
供
す
る
必
要

が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

三
〇
代
の
二
四
二
％
の
順
で
あ
っ
た
。

利
親市

町
村
合
併
に
つ
い
て
国
や

県
の
支
援
策
が
あ
る
の
を
知

っ
て
い
ま
す
か
。

不明
07%(2)〇

「わ
か
ら
な
い
」
が
三
〇

。
一

％
で
約
二
割
の
方
が
回
答
を
保
留

し
た
。
こ
れ
は
、
合
併
に
関
す
る

情
報
不
足
に
よ
り
、
判
断
が
で
き

ず
回
答
を
保
留
し
た
も
の
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
、

「
で
き
な
い
と
思
う
」

が
四
五

・
一
％
あ
り
、
四
割
強
の

方
は
将
来
の
今
帰
仁
村
に
不
安
を

感
じ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

「
で
き
な
い
と
思
う
」
が
最
多
で

あ
っ
た
の
が
、四
〇
代
の
五
五
・六
％
で
、

次
い
で
五
〇
代
の
五
下
三
％
。
一ハ
○

代
の
四
人
生
ハ
％
、
一
一〇
代
の
四
五
・

五
％
、
七
〇
代
以
上
の
二
七
≡
一％
、

活発に議論
されている
42%(13)

※ ( )内は国答数

わからない
92%(28)

〇刺
餞

※ ( )内は回答数※ ( )内は回答数

346%(106)

非常に関心
がある

少 関々心があ
431%(132)

話題に

なって
いない

320%
(98)

話 したり聞い

たりしたこと

はある

539%
(165)

222%(68)

できると
思う

わからない
301%
(92)

できないと思う
451%(138)

知 らない

359%
(110)

知っている
628%(192)
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７８

　

７４

69

3

83

８

　

　

４

148

Φ
市
町
村
合
併
を
す
る
と
良
く

な
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
何

で
す
か
。

（三
つ
ま
で
お
答
え
下
さ
い
）

「わ
か
ら
な
い
」
を
除
く
と
、

議
員
数
、
職
員
数
の
減
少
に
よ
り
、

行
政
経
費
の
節
減
が
図
ら
れ
る
」

が
最
多
で

一
四
人
件
、
次
い
で

「行
政
の
無
駄
を
減
ら
し
、
財
政

基
盤
が
強
化
さ
れ
る
」

一
三

一
件

で
あ
っ
た
。
多
く
の
村
民
の
方
は
、

人
員
削
減
、
行
政
経
費
の
節
減
等
、

行
政
の
ス
リ
ム
化
が
図
ら
れ
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

「他
の
市
町
村
の
施
設
が
利
用
で

き
る
な
ど
、公
共
施
設
の
利
便
性
が

向
上
す
る
」
九
八
件
と
「福
祉
及
び

保
健
・医
療
対
策
な
ど
施
設
サ
ー
ビ

ス
が
充
実
で
き
る
」
九
四
件
が
ほ
ぼ

同
数
で
あ
り
、
「少
子
・高
齢
化
社

会
に
対
応
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
充

実
で
き
る
生
ハ
九
作
、
「地
域
を
一体

的
に
整
備
し
、
地
域
間
格
差
の
是

正
が
図
ら
れ
る
」
七
人
件
、

「行

政
の
規
模
が
大
き
く
な
る
こ
と
に

よ
り
、
行
政
効
率
が
向
上
す
る
」

七
四
件
、

「企
業
の
進
出
や
新
し

い
産
業
の
創
出
な
ど
雇
用
の
場
が

確
保
で
き
る
」
人
三
件
も
ほ
ぼ
同

数
で
あ
っ
た
。

100

100

150 200

件

Φ
「わ
か
ら
な
い
」
を
除
く
と
、

「区
域
が
ひ
ろ
く
な
り
、
地
域
に

密
着
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
受
け

ら
れ
な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
」

が
最
多
で

一
六
七
作
、
次

い
で

「中
心
部
だ
け
が
よ
く
な
り
、
周

辺
部
は
取
り
残
さ
れ
る
お
そ
れ
が

あ
る
」

一
六
三
件
で
あ

っ
た
。
多

く
の
村
民
の
方
は
、
市
町
村
合
併

に
よ

っ
て
、
新
た
な
地
域
格
差
の

発
生
、
役
場
や
公
共
施
設
利
用
上

の
不
便
性
へ
の
懸
念
が
合
併
上
の

さ
ま
た
げ
に
な
る
と
思

っ
て
い
る
。

「継
承
さ
れ
て
き
た
文
化
や
伝

統
な
ど
、
地
域
の
個
性
や
特
徴
が

な
く
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
」

一
三

二
件
、　
頭
フ
よ
り
も
税
金
な
ど
が

一局
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安

も
あ
る
」

一
〇
五
件
、
も
共
に
高

い
割
合
を
示
し
て
い
る
。

0

0

50

50

他の市町村の施設が利用できるなど、公共施設の利便性が向上する

少子・高齢化社会に対応した行政サービスが充実できる

福祉及び保健・医療対策など施設サービスが充実できる

地域を一体的に整備し、地域間格差の是正が図られる

行政の規模が大きくなることにより、行政効率が向上する

行政の無駄を減らし、財政基盤が強化される

議員数、職員数の減少により、行政経費の節減が図られる

企業の進出や新しい産業の創出など雇用の場が確保できる

その他

わからない

区域が広くなり、地域に密着した行政サービスが受けられなくなるおそれがある

保育所、幼稚園、小学校及び中学校が整理、統合されるおそれがある

各種公共施設が整理、統合されるおそれがある

中心部だけがよくなり、周辺部は取り残されるおそれがある

今よりも税金などが高くなるのではないかと不安である

役場職員が減る等により、住民の意思が行政に反映されにくくなるおそれがある

継承されてきた文化や伝統など、地域の個性や特徴がなくなるおそれがある

その他

わからない

わからない
85%(p6)

市
時
村
合
併
奄
す
る
と
悪
代

　

ｏｏ

な
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
何

で
す
か
。

（三
つ
ま
で
お
答
え
下
さ
い
）

５０

件

0
あ
な
た
は
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
、

賛
成
で
す
か
、反
対
で
す
か
。

冒

成
」
六

一
。
一
％
が

「反
対
」

三
〇

・
四
％
を
三
〇

・
七
ポ
イ
ン

ト
上
回
り
、
村
民
の
約
半
数
強
の

方
が
合
併
に
賛
成
と
回
答
し
た
。

ま
た
、
「わ
か
ら
な
い
」
と
回
答
を

留
保
し
て
い
る
方
が
人
・五
％
で
あ
る
。

こ
の
中
に
は
、合
併
の
良
い
点
、悪
い

点
が
わ
か
ら
な
い
（Ｑ
５
・Ｑ
６
）
と

回
答
し
た
方
同
様
、
合
併
に
関
す

る
情
報
不
足
や
合
併
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
村
民
の
生
活
が
ど
の
よ
う
に

変
わ
る
の
か
イ
メ
ー
ジ
し
に
く
い
と

い
っ
た
点
、ま
た
、合
併
そ
の
も
の
を

考
え
た
こ
と
が
な
い
方
が
多
数
い
る

と
思
わ
れ
る
。

「
反
対
」
と
回
答
し
た
方
を
年

齢
別
で
見
る
と
、
一
一〇
代
が
最
多
で

二
九
・四
％
、次
い
で
四
〇
代
三
三
％
、

七
〇
代
以
上
二
九
。九
％
、
〓
一〇
代

二
九
・五
％
、
六
〇
代
二
九
生
一％
、

五
〇
代
二
五
・六
％
の
順
で
あ
っ
た
。

次
頁
以
降
に
「
反
対
生
思
見
を
抜

粋
し
て
掲
載
し
て
い
ま
す
。

167

163

132

105

61

10

賛成
611'る  (187)

※ ( )内 は回答数
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賛
成
の
場
合

ど
こ
の
市
町
村
と
合
併
し
た
方
が
、

今
帰
仁
村
の
た
め
に
な
る
と

思
い
ま
す
か

パ
タ
ー
ン
別
に
見
る
と
、　
ズ
ウ

帰
仁
村

。
名
護
市
」
六
二
件

（三

三

。
二
％
）
が
最
多
で
、

次
い
で

「今
帰
仁
村

・
名

護
市

。
本
部
町
」
五
四
件

（二
人

・
九
％
）
、　
ズ
ラ
帰

70

仁
村

。
本
部
町
」

一
九
件

　

６０

全

○

・
三
％
）
、

「今
帰

仁
村

。
名
護
市

・
本
部

　

５

町

・
伊
江
村
」
七
件
↑
下
　
　
０４

七
％
）
の
順
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
沖
縄
県
市
町
村

　

３０

合
併
推
進
の
基
本
パ
タ
ー

ン
で
あ
る

「今
帰
仁
村

。
　

２０

名
護
市

，
本
部
町

・
伊
江

村

・
伊
平
屋
村

・
伊
是
名

　

‐

村
」
は
七
件
で
三

・
七
％
、
　
０

試
案
Ｂ
で
あ
る

「今
帰
仁

村

。
名
護
市

。
本
部
町

。

伊
江
村

。
伊
平
屋
村

・
伊

是
名
村

。
国
頭
村

・
大
宜

味
村

・
東
村
」
も
七
件
で

三

・
七
％
で
あ
っ
た
。
村

民
は
県
の
推
進
す
る
広
域

的
な
合
併
を
望
ん
で
い
な
い
こ
と

が
示
さ
れ
た
。

市
町
村
合
併
パ
タ
ー
ン
別

件

名護市

名護市,本部町

本部町

名護市。本部町・伊江村

イi目:!]キ【Ⅲ語塁if:奨督i(千尋「S巨 4子
名護市,本部町・伊江村,伊平屋村・伊是名村

本部町。伊江村

伊江村

名護市・大宜味村。東村・国頭村

その他

【自由意見】

62

54

19

7

7

7

←沖 B

←沖 推

6
３

　

３

19

年齢層 性別 職  業 圭思 見

20でモ 男 会社員
どちらとも言えないが、今のままでは何の進展もない。合併すると、地域の特性がすべて失われる
可能I性がある。

20+モ 女 無職 財政難は他の市町村と合併しても改善されるものではない。その地域の個性が失われるだけ。

20+t 女 アルバイ ト
自分が生まれ育った今帰仁村がなくなってほしくない。今帰仁村という名前が好きだし、20年以
上住んでいるから他の市町村と絶対合併してほしくない。

20tt 男 アルバイ ト
豊見城が村から市にかわったり、宮古や八重山でも合併の話は出てきたりしていいこ
とだと思うし、今帰仁村も合併することによって少しは活気づくのではないか。

20イt 女 家事専業
合併することによって村立図書館や子ども連れで気楽に行ける児童センターみたいの
ができるといいなぁ～。

20tt 女 家事専業
アンケー トが配られるということは、実際問題なのでしょうか。国や県からの財政支
援が平成17年 3月 までに限るということは、あまりにも急な話なので実際びっくりした。

20イモ 男 会社員 合併することによって税金の無駄遣いをなくし、村議や役場職員の数を削減 してほしい。

30+モ 女 商工自営業

私はふる里今帰仁村が好きで現在ここに住んでいますが、合併して得るものもあるとおもうけど、
実際失うものの方が多いのではないかと思います。この規模の中で困っている人たちに目が届
かないのに、規模を大きくして届くとは思えません。

30tt 女 家事専業
合併すると地域の特色がなくなる。それよ

')も
村の特徴を大事にして、住民意識を高めることが

活気ある村づくりになると思う。

30イく 女 美容師
合併して今帰仁村の名前や伝統・文化をなくしてはいけない。この村で生まれ、育ったすばらし
い思い出があるので、若い人、老人が住みやすい村づくりのために今帰仁村として頑張ってほしい3

30+t 女 会社員 早期に合併して過疎を防止しないと、いままでの今帰仁村は完全に人口が流出する。

30イく 男 家事専業 財政も使い方しだいだと思うので、多ければいいと言う問題ではないと思う。国に踊
らされているようで絶対に反対である。

30+t 男 会社員 市町村合併は行政側も十分村内の各種団体等の意見も取り入れて検討していただきたい。

30イく 女 会社員
村長自身はどう思っているのでしょうか。私たちが反対意見を述べても村長が賛成な
ら合併すると思う。賛成、反対いずれにせよ村長の姿勢を村民に納得できるように示
してほしい。

40tt 女 アルバイ ト
今帰仁村が他の市町村と合併してもメリットはないと思います。勉強不足で十分な理解ができ
ません。もっといるいろな1青幸Rがほしいです。
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【自由意見】

年齢層 性別 職  業 意 見

40代 女 公務員
合併 してしまうとこれからの子ども達の職場がなくなってしまう。現在は行政でまか

なっている部分があるからこそ何とかやっていけてると思う。

401t 男 農林水産業 素朴な今帰仁村が好きだから合併しないですまされるものならしないでもらいたい。

40イt 女 公務員
幸くても、苦 しくても今帰仁村のままであってほしいです。これから全村民が財政に

ついて真剣に考えていくべき時代になったような気がします。

401t 男 農林水産業 合併 した方がよいのか、どうか、よくわかりません。

40イt 女 公務員
賛成か、反対か今のところわかりません。合併があるとしたら、それはそれで村民全

体が同じ意見であれば、それに賛成します。

401t 男 会社員

伊江村のように住民投票を実施 しても良いと思う。財政支援も大切だが、住民の十分

なコンセンサスを得た上で、国の言いなりにならないよう17年 3月 に間に合わなくて

もいいと思う。逆に各市町村は期限をつけないよう、国に強く要求すべきだと思う。

50イt 男 公務員
合併することは憲法92条、98条の自治権の放棄。合併特例法による交付税の10年間

保障は一時的なアメである。いずれにせよ合併しても長期的には解決しない。

50イt 女 農林水産業
都市部とその他の地域の行政サービスなどに差が出てくると思います。役場職員も知

らない人が多くなり、住民の意志が聞こえなくなる。

50イt 女 家事専業
大きいことはいい面もあるでしょうけど、小さい所にもいい面はたくさんあります。

卜カゲの尻尾切りにならなければ
｀
いいのですが、少し心配です。

501t 女 アルバイ ト 今帰仁村の場合議員の数が多すぎると思います。現在の半分で十分だと思う。

50イt 男 商工自営業
市町村合併を積極的に進めて下さい。合併をすると良くなる点、悪くなる点を村民に

わかりやすく説明していただきたい。名護市、本部町との合併を希望します。

50イt 男 商工自営業 議論がまだ全然なされていないのに財政支援があるから合併というのは、おかしい。

60代 女 農林水産業 基地のない自然豊かな今帰仁村が大好きです。合併には反対です。

60tt 男 家事専業

住民自らわき上がった合併ではなく、財政危機が深刻になった政府がアメとムチで押

しつけてきた合併だから間切りの時代を入れれば300年余りの村を存続させないでは、
先祖に対 して申し訳が立たない。

60tt 男 農林水産業

行財政上の運営及び、その他の施設の運営が村独自でできるならばそれにこしたこと

はないが、もしそれができなければ、一亥」も早く市町村合併について議論 して道を開

くべきである。

60tt 男 無職
意見や考えをまとめるだけの資料が乏 しく、現在日々の新聞から考えるにとどまって

いる。合併の可否に関係なく、役場は持っている情報を村民に提供すべきである。

60代 女 家事専業

各字で小委員をつくり話し合いがなされ、小委員会の代表が村全体の審議委員会を組

織 してじっくり話し合うことが大切だと考える。早急に結論を出してはいい結果は生

み出せないと思う。

60イt 男 家事専業

先行して合併した自治体では、財政支援策の特例債による借金増で財政の硬直化を招
いている。交付税も先細りになるのは国の借金をみれば明白。政府のアメも底が割れ

ている。ここは合併の可否にかかわらず、腰を据えて行政運営をしなければならない。

70イt 男 無職
合併すれば

｀
地域が一体的に整備されて地域の格差はある程度是正されるだろうが、区

域が広く中心部だけがよくなり、周辺地域は取り残されるのではないか心配である。

70イモ 男 農林水産業
これまで今帰仁村に対 して何の不満もなく、大きな問題もなかったので、合併には反

対である。

70イモ 女 団体職員
新聞で見る限りにおいて、合併についての不安要素があるので、慎重に事を進める必

要がある。

70イ〈 男 会社員 住民のためになるよう行政及び議会等において十分議論をしていただきたいと考えます。

70イ咤 男 無職 合併した場合のメリット、デメリットはどうか、村長の考えを聞くことが大切だと思う。

70イt 男 農林水産業 現状のままで十分楽 しい。
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一
年
間
の
豊
漁
と
、
海
の
安
全

を
願
う
恒
例
の
第
五
十

一
回
海
神

祭

（主
催

。
今
帰
仁
漁
協
）
が
七

月
十
二
日
、
運
天
漁
港
内
で
盛
大

に
開
か
れ
た
。

仲
里
吉
徳
村
長
の
ハ
ー
リ
ー
鐘

に
続
き
組
合
員
に
よ
る
御
神
バ
ー

リ
ー
が
勇
壮
に
行
わ
れ
た
後
、
い

ま
じ
ん
太
鼓
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

や
チ
ビ
ッ
コ
角
力
大
会
な
ど
の
催

し
も
あ
り
、
観
客
か
ら
大
き
な
声

援
が
送
ら
れ
た
。

ハ
ー
リ
ー
競
漕
に
は
、
今
帰
仁

中
学
校
か
ら
十
二
チ
ー
ム
が
参
加
。

威
勢
よ
く
掛
け
声
を
か
け
な
が
ら

▲仲里吉徳村長のハーリー鐘の合図で
御神バーリーが行われた

力
強
い
か
い
さ
ば
き
を
披
露
し
会

場
を
盛
り
上
げ
た
。

な
お
、
チ
ビ
ッ
コ
角
力
大
会
、

ハ
ー
リ
ー
競
漕
の
優
勝
チ
ー
ム
は

次
の
と
お
り
。

●
チ
ビ
ッ
コ
角
カ

古
宇
利
小

●
八
―
リ
ー
競
漕

【チ
ビ
ッ
コ
】
天
底
キ
ッ
ズ

【中
学
女
子
】
今
中
卓
球
部

【中
学
男
子
】
今
中
サ
ッ
カ
ー
部

二
年【一
般
女
子
】
友
遊
会

【
一
般
男
子
】
カ
イ
コ
ン

村
ま
つ
り
や
文
化
祭
、
民
謡
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
、
村
内
外
で

活
動
し
地
域
文
化
の
発
展
に
貢
献

し
て
い
る
、
村
文
化
協
会

（黒
島

直
太
会
長
）
の
平
成
十
五
年
度
の

総
会
が
六
月
二
十
日
、
村
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。

総
会
で
は
昨
年
度
の
活
動
報
告

や
本
年
度
の
予
算
承
認
、
任
期
満

了
に
伴
う
役
員
の
改
選
が
行
な
わ

れ
、
謝
花
弘
さ
ん

（渡
喜
仁
二
六

七
）
が
新
し
い
会
長
に
、
前
会
長

の
黒
島
直
太
さ
ん
が
顧
間
に
就
任

し
た
。
新
会
長
の
謝
花
さ
ん
は
「本
村

の
さ
ま
ざ
ま
な
芸
術
文
化
を
会
員

と
共
に
さ
ら
に
継
承
発
展
で
き
る

よ
う
に
頑
張
り
た
い
」
と
抱
負
を

述
べ
た
。

海

神

祭
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「あいさつ」による村・学校づくりを

区長会と今帰仁中PTAが交流会

▲中学生が力強いかいさばきを披露した

▲「あいさつ」による村・学校づくりを提案する外間宏正さん

漸I京制で
ス,―ト
村文化協会総会

▲抱負を述べる新会長の謝花弘さんと役員の皆さん
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甚
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れ
一
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七
月
十

一
日
、
村
区
長
会

（会
長

・
与
儀
常

次
）
と
今
帰
仁
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

（会
長

・
我
那
覇
宗

康
）
の
親
睦
交
流
会
が
湧
川
区
公
民
館
で
開
か

れ
た
。
こ
の
交
流
会
は
、
村
内
中
学
校
が
統
合
さ
れ

一
校
と
な
っ
た
今
帰
仁
中
学
校
を
、
地
域
み
ん

な
で
熔
り
上
げ
よ
う
と
区
長
会
が
呼
び
か
け
実

現
し
た
も
の
。
各
字
区
長
、
今
帰
仁
中
職
員
、

父
兄
の
ほ
か
仲
里
吉
徳
村
長
ら
も
参
加
。
約
六

十
人
が
学
校
、
家
庭
な
ど
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。

参
加
し
た
今
帰
仁
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
務
部
長
の
外

間
宏
正
さ
ん
が
「学
校
生
活
や
地
勃
社
会
に
は
潤

滑
油
と
な
る
あ
い
さ
つ
が
大
切
」
と
話
し
、
「あ

い
さ
つ
」
に
よ
る
村

・
学
校
づ
く
り
を
提
案
。
参

加
者
全
員
が
賛
同
し
た
。
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兼
求
小
寸
与
ミ
〓
′ヾ
又
ケ

れ
＝
太
含
へ
Ｏ
露
〓
つ
分

六
月
二
十
人
、
二
十
九
日
名
護

市
で
行
わ
れ
た
第
五
十
五
回
国
頭

地
区
交
歓
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー

ル
大
会
で
兼
次
小
女
子
Ａ

・
Ｂ
チ

ー
ム
が
念
願
の
ダ
ブ
ル
優
勝
を
達

成
し
学
校
や
父
母
、
地
域
に
大
き

な
感
動
を
与
え
た
。

女
子
Ａ
チ
ー
ム
は
人
月
十
五
日

か
ら
大
分
県
で
開
催
さ
れ
る
第
二

十
二
回
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
ス
ポ
ー
ツ

少
年
団
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

交
流
大
会

へ
の
派
遣
が
決
ま
り
、

小
さ
な
学
校
で
も
「夢
」
を
持

っ
て

一
生
懸
命
頑
張
れ
ば
出
来
る
と
大

き
な
自
信
を
得
、
決
意
も
新
た
に

日
々
練
習
に
励
ん
で
い
る
。

与
那
嶺
誠
監
督

（今
泊
四
五
―

一
）
は
「
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
を

通
し
て
何
事
に
対
し
て
も
前
向
き

で
明
る
く
最
後
ま
で
や
り
通
す
こ

がゴ 製

▲兼次小バスケットボール部

と
を
基
本
に
し
て
い
る
の
で
九
州

大
会
で
も
貴
重
な
体
験
を
し
て
ほ

し
い
」
と
話
し
て
い
た
。

第
八
十
六
回
県
学
童
軟
式
野
球
大
会
北
部
ブ
ロ

の
二
日
間
、
本
部
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
主
会
場

に
北
部
地
域
か
ら
十
六
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
開
催

さ
れ
た
。

今
大
会
か
ら
辺
土
名
ブ
ロ
ッ
ク
と
北
ブ
ロ
ッ
ク
が

一

統
合
。
初
の
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
と
な
っ
た
決
勝
戦
は
、
一一

天
底
ブ
ラ
ッ
ク
ス
対
北
山
キ
ン
グ
の
村
勢
対
決
と
な

一一

っ
た
。
試
合
は
天
底
ブ
ラ
ッ
ク
ス
が
七
対
○
の
大
差

一一

で
北
山
キ
ン
グ
を
や
ぶ
り
優
勝
を
飾

っ
た
。　
　
　
　
一

な
お
、
決
勝
戦
に
進
出
し
た
両
チ
ー
ム
は
、
七

一．

月
十
九
日
か
ら
東
風
平
町
野
球
場
な
ど
で
開
か
れ

■

た
県
大
会
に
出
場
。
北
山
キ
ン
グ
は

一
回
戦
、
天

ｉ

底
ブ
ラ
ッ
ク
ス
は
、
二
回
戦
で
惜
敗
し
た
。　
　
　
　
ｉ

ッ
ク
大
会
が
六
月
二
十

一
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で

・・
ラ
ウ
ン
ド
を
主
会
場
に
第
二
十
回

▲天底ブラックス

▲優勝旗を手にする今泊チーム

||:||1111111,||-11-t11111!il l■ 1● |:|■ |:!I I111:|11-● |

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
を
通
し
て
中
高

年
者
の
健
康
増
進
と
地
域
の
親
睦

を
図
る
う
と
村
運
動
公
園
サ
ブ
グ

村
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

（同

協
会
主
催
）
が
六
月
二
十
二
、
二

十
四
の
両
日
開
催
さ
れ
た
。

記
念
と
な
る
二
十
回
大
会
を
迎

え
、
趣
向
を
変
え
て
行
わ
れ
た
今

大
会
に
は
、
十
七
チ
ー
ム
が
参
加
。

大
会
初
日
四
ブ
ロ
ッ
ク

（予
選
リ

ー
グ
）
に
分
か
れ
熱
戦
を
繰
り
広

げ
た
後
、
三
百
人
が
参
加
し
て
中

央
公
民
館
中
庭
で
行
わ
れ
た
懇
親

会
で
は
、
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協

会
の
設
立
、
発
展
に
尽
く
さ
れ
た

仲
里
吉
徳
村
長
に
同
協
会
が
感
謝

状
を
贈
呈
。
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
談
義

を
交
わ
し
な
が
ら
楽
し
く
交
流
を

深
め
た
。

決
勝
戦
は
今
泊
チ
ー
ム

（仲
宗

根
武

一
監
督
）
と
天
底
チ
ー
ム

（大
城
清
政
監
督
）
の
対
戦
と
な

り
、
序
盤
か
ら
得
点
を
重
ね
た
今

泊
が
、
必
死
に
反
撃
す
る
天
底
を

振
り
切
っ
て
四
対
○
の
完
封
で
記

念
大
会
を
制
し
た
。

各
賞
は
次
の
と
お
り
で
す
。

殊
勲
賞
　
新
城
　
満

（今
泊
）

敢
闘
賞
　
与
那
　
勇

（天
底
）

打
撃
賞
一
位
　
仲
本
　
満

（今
泊
）

二
位
　
新
城
　
満

（今
泊
）

三
位
　
田
港
朝
津

（天
底
）

学童軟式野球北部プロック大会

○

υ

今消が認急大会亀

壮年ソフトボ

制す0′
第20回
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今
丹
仁
村
の
晨
祭
が

上
位
を
強
占
！

第

一
ａ
や
ん
ば
る
柔
ら
島

て
ン
ゴ
！
コ
ン
予
ス
ト

マ
ン
ゴ
ー
農

家
の
生
産
意
欲

の
高
揚
と
消
費

の
拡
大
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
、

第

一
回
や
ん
ば

る
美
ら
島

マ
ン

ゴ
ー
コ
ン
テ
ス

卜
（主
催

・
北
部
地
区
産
業
研
究
会
他
）
が
七

月
十
五
日
、
Ｊ
Ａ
お
き
な
わ
羽
地
支
店
で
開

一

か
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ァ

北
部
九
市
町
村
か
ら
五
個
詰
め
四
十

一
点
　
ｉ

が
出
品
さ
れ
色
や
形
、
精
度
、
園
地
な
ど
を

て

厳
正
に
審
査
し
た
結
果
、
本
村
生
産
農
家
が

一

上
位
を
独
占
。
栽
培
技
術
の
高
さ
を
示
し
た
。
一

村
生
産
農
家
の
受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。

【最
優
秀
賞
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一一

玉
城
初
男

（今
泊
六
五
）　
　
　
　
　
　
　
一

【優
秀
賞
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

宮
城
康
吉

（天
底
八
人
七
）　
　
　
　
　
　
ｉ

上
原
勝
二

（今
泊

一
二
三
）　
　
　
　
　
　
一一

【特
別
賞
】　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

比
嘉
峯
夫

（今
泊
二
〇
四
九
上

）
　

　

　

一

大
城
幸
治

（今
泊
三
〇
〇
三
）
　

　

　

　

一

「ア
ン
テ
ロ
ー
プ
」
０
選
手
、

玉
城
里
菜
さ
ん
（兼
次
小
六
年
）が
大
活
躍

村
内
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
相
互
の
交
流

を
図
る
と
と
も
に
、
健
康
増
進
を

目
的
に
、
第
二
十
人
回
村
Ｐ
Ｔ
Ａ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

（主
催

・
村

Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
）
が
七
月
六

日
、
村
民
体
育
館
で
開
か
れ
た
。

今
大
会
は
、
村
内
中
学
校
が
統

合
さ
れ
た
た
め
今
帰
仁
中
Ｐ
Ｔ
Ａ

が
男
女
そ
れ
ぞ
れ
三
チ
ー
ム
出
場
。

各
校
区
の
代
表
メ
ン
バ
ー
ら
し
く
、

ス
ピ
ー
ド
感
あ
ふ
れ
る
白
熱
し
た

ゲ
ー
ム
を
繰
り
広
げ
た
。

男
子
の
決
勝
戦
は
違
覇
を
ね
ら

う
北
山
高
と
古
宇
利
小
が
対
戦
。

三
セ
ッ
ト
と
も
ジ

ュ
ー
ス
に
も
つ

子
四
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
の
優
勝

報
告
の
た
め
仲
里
吉
徳
村
長
を
訪

れ
た
。

三
位
以
下
を
大
き
く
引
き
離
し

て
優
勝
し
た

「
ア
ン
テ
ロ
ー
プ
」

に
は
兼
次
小
学
校
六
年
生
の
玉
城

里
菜
さ
ん
（諸
志
二
人
六
）
も
参
加
。

ア
ン
カ
ー
と
し
て
優
勝
に
大
き
く

貢
献
し
た
。

れ
込
む
大
接
戦
の
末
、
古
宇
利
小

が
勝
利
を
納
め
た
。
女
子
の
部
は

北
山
高
が
他
の
チ
ー
ム
を
よ
せ
つ

け
ず
、
す
べ
て
の
試
合
を
ス
ト
レ

ー
ト
で
下
し
優
勝
を
飾

っ
た
。

人
月
下
旬
、
国
立
競
技
場
で
開

催
さ
れ
る
全
国
大
会
に
出
場
が
決

ま
り
、
玉
城
さ
ん
は
週

一
回
の
合

同
練
習
含
め
ハ
ー
ド
な
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
を
続
け
て
い
る
。

一
　

お

一一　
小
葛

▲最優秀賞を受賞した玉城さん夫婦

TAパレーボー,

イBJ七
月
二
日
、
県
内

陸
上
競
技
大
会
な
ど

で
活

躍

し

て

い
る

「
ア
ン
テ
ロ
ー
プ
」

の
選
手
や
関
係
者
が
、

六
月
二
十
人
日
、
県

総
合
運
動
公
園
で
開

催
さ
れ
た
小
学
生
陸

上
競
技
県
大
会
、
女

▲村長を訪れた関係者たち ▲古宇利小 PTA

●全国どこの市区町村でも自分の住民票の写 しがとれるようになります。
(住民基本台帳カード、運転免許証等の提示が必要 )
●引越の手続で窓口に行くのは転入時 1回だけですみます。
(転出届を郵送で行い、転入時に住民基本台帳カー ドの提示が必要)
●希望者に住民基本台帳カードを交付します。
※本人確認情報の提供又は利用や他の市区町村での住民票の写 しの交付、
転入転出手続きの簡素化のさいに活用
※公的な本人確認カー ドとして活用

●間い合わせ先0
村役場住民課

戸籍住民係

電話 56-2102

平成 15年8月 25日から住民基本台帳ネットワークシステムが2次稼慟します。

υ003年)平成15年 8月 1日 広 報 な き じん 8
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⑤児童扶養手当
特別児童扶養手当

`:, I∫ !■
!■ !

'  I!■ 1‐ ■ ||lii 
―

:||■ ifir  i―

児重扶養手当つて何?
一人ひとりの児童が′心身ともにすこやかに成長して欲
しい、これは、国民すべての願いです。

児童扶養手当制度は、離婚や死亡などによって父のい

な|ヽ (父のいない状態の)児童が充実した家庭生活を送
れるよう、その家庭の安定と自立の促進を図るための制

度です。

〈受給資格〉
18歳未満で、次のいずれかにあてはまる児童の母、も

しくは、母がいないか監護しない場合は、その児童を養

育する方に対して児童扶養手当が支給されます。

0父母が離婚後、父と別れて生活している児童
0父が死亡した児童
0父が重度の障害の状態にある児童
●父の生死があきらかでない児童

0父がひきつづき 1年以上遺棄 (家庭をほうり出して面
どうをみなくなった状態)している児童
0父が法令により 1年以上拘禁されている児童
●母が婚姻によらないで出生した児童

特別児童扶養手当つて何 ?
重い障害や病気を持つ児童を家庭で養育している父母、

あるいは、父母にかわってその児童を養育している方に、

児童の福祉の増進を図ることを目的として支給されます。

《受給資格》
精神又は身体に、中度以上の障害のある20歳未満の児
童が対象となり、次のいずれかにあてはまる児童の父母、
もしくは養育している方に支給されます。

=対象児童=
・政令で定めた障害の状態にあること
,日本国内に住所を有すること

・障害を支給事由とする年金を受けていないこと
・児童福祉施設に入所措置されていないこと

=受給資格者=
・障害や病気をもつ児童を監護している父若しくは母
・障害や病気をもつ児童を養育している方
,日本国内に住所がある方

詳しくはもiヽ寸1堂媛卜 1ヨ 4止三黒
‥

Ｆ

〃
】一

（９″９公 I
不
】
一）ふ）
９３

引 刷郵 脱 1鵬会 今帰仁村の文化に関すること、興味のある方、ひとりでも多く

の方々の加入を待っています。詳しくは下記の加入したい文化協

会専 F日部会か、文化協会事務局 (今帰仁村教育委員会 社会教育
課 担当 :内間 金56-2645)ま でお問い合わせ下さい。ロ

車

今帰仁村文化協会専門部会 役員名簿

日 日

部  会  名 氏   名 住 所 電話番号

琉球古典音楽部会 玉 効 夫 ◆泊314フ 56-256]
琉球民謡部会 玉 械 幸 勝 崎山 2-1 56-5833
琉球古典舞踊部会 金 勅 膳 子 与那嶺455 56-3039
伝統去能保存部会 松本利夫 (謝名区長) 謝名 100(公民館) 56-4927
太鼓部会 上 原 稲 子 乾流段の会 長浜悦子研究所 56-5425
民踊部会 謝 花 勝 子 渡喜仁26フ 56-2フ 16
日本舞踊部会 照 屋   昇 渡喜仁 1842 56-4408
大正琴部会 与那嶺 清 子 仲尾次334 56-235]
合唱部会 島 袋 チエ子 仲宗根 ]34-] 56-2915
絵画部会 運 天   肇 運天 ]242 56-5030
書道部会 謝 花   弘 渡喜仁26フ 56-27]6
華道部会 玉 城 明 美 今,自950 56-2362
工芸部会 米 須 清 敬 謝名 1032 56-2832
沖縄空手・古武道部会 宮 里 文 博 上運天 ]4フ 56-2595
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弄州皇3剤

沖群」産業昇]多ヨ青年隊寡案
青年隊|よ全寮制のもと主に技能訓練 (建設機械等

の実習・農場実習)、 勤労教育 (農業・畜産実習)を
行つてしヽます。

1.募集人員 80名
2.入隊期間 平成15年7月 1日～平成15年9月 5日
3.入隊費用 339,000円 (入隊費食費共同購入費)
※募集に関するお問い合わせは

な (0980)43-2118ま で

平蔵電5年度

雇蔽 爛 酪 用組酸会
0北部地区●

平成15年8月 2フ日(水 )
14:00-16:30

北部含同庁舎 2階大会議皇
0主 催0

沖縄県、沖縄労働局、沖縄総合事務局

フレッシュママ教室のこ案内i

仲間と一緒に心も体もリフレッシュしてみませんか?
こん球あなたの蘊の教皇でサ !
・育l児や狭事に進われ、琳亡しい

衝口を送つていて、自′河への時間がない。
.自才疱へ自身を見つめ直してみたい。

・‖亡しい伍日て彰 |プラツ9スサる時P口珂が欲しい。など

rLのエクササイズをあなたt一緒に楽しtつ r
程

など…。

1

日   程 時   間
] 9月 ]日 (月 ) 午後 1:15～4:00

2 9月 9日 (火 ) 午後 ]:15～4:OO

3 9月 16日 (火 ) 午後 ]:15～4iOO

4 9月 22日 (月 ) 午後 ]:15～4:00

5 10月 1日 (水 ) 午後 ]:15～4iOO

2.場 所 :◆帰仁村保健センター
3.参加費 :500円 (おやつ、教材費として)
4.対象者 :0～ 3歳児までの子をもつ母親

(定員 16名 )

5.申 し込み締め切り:8月 25日 (月 )

*託児室完備しています。
お子様とお気軽にこ参力llく ださい。

お問い合わせ:今帰仁村保健センター 電話:56-1234(花城)

看護師。補助員喜集
村で |よ、国イ呆のB力成による健康づくり事業を実施

してしヽますが、事業に協力できる看護師・補助員を

募集してしヽます。健康づくりに興味がある方 |よどな

たでも構いません。一緒に活動してみませんか ?

職 種 :看護師・補助員
内 容 :訪間指導、健康相談 その他
・週 3日程度
・時間、l程日について|よ相談のうえ決定

O問い合わせ先 :◆帰仁村保健センター
電話 (56-1234)

『青いう秒可繰』募全も牢0っこま方が?
この募金の趣旨|よ海洋レジャーを楽しんでいる方が事

故に遭つた場合、またlよ荒天で船が遭難した場合などの

人命救!力のために、救助渚動に必要な技能の訓練事業に、

そしてこれらの事故を未然に防ぐ事故防止事業の資金と

して渚用するものです。

☆募金の期間…平成 15年 7月 1日～ 8月 31日

口座番号 1526329
沖縄銀行高橋支店

加入者 社団法人
琉球水難救助会

〔募金の振込先】

(社)琉球水難救助会
那覇市泊3-¬ -6

,自港北岸3F
TEL 098‐ 868‐5940

【お問合わせ先】
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8月 /葉月
Oゆいま―る

○住民検診 (平敷 崎山)

○ お ち コミセン ○裸体法教室 (ll1 00～ )

○ゆいま―る (渡喜仁)○なきじん乙羽 まつ り

12:00コ ミセン

○なきじん乙羽まつ り

○住民検診 (仲宗根 )

○住民検診 (保健センター)

O漁協朝市 (&00～ )

○区長会

○住民検診 (今泊 )

11:30)

○ゆいま―る
リアヽ リ

○心配ごと相談 (1&30～ 1630コ ミセン)

諸志 ) ○リハビリ

O心西し・ ごと相談 (1&30～ 1&30Pミ セン)

○デイケア

○ムラ シマ講座
○ピアママ教室 (1&30～ )

○広城学習サービス講座 (1■ 00～ 1■ 00保健センター)

○おもちゃ図書館 徹00～ 12:00コ ミセン)

13100～

グランド

○第40回回頭那球格技大会

リアヽ リ

9月 /長月○心配ごと相談 (1&30～ 1630コ ミセン)

01才 6ヶ 月 3才児健診 (13110～
O広城学習サービス講座 (1,00～ 1&00保健センター)

タイワン
○風疹 (特措等)(1230～ ) ○リハピリ

○おもちゃ図書館 (900～ 1200コ ミセン) ○村畜産共進会 (10100～ )

○ ブグラン
ラ グ ―、フット

○健康ウォーキングの集い 餘00～ 9ЮO村運動公園)
ソフトバ

○ゆいま―る (仲尾次 ) 〇操体法教室 (lα 00～ )

ゆ い セ

○親子野球大会 (村営グランド)

○リハビリ

○心配ごと相談 コミセン)

24日

31日
10日

17日

m
中
央
公
民
館
の
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
と
や
し
の
木
を
真
下
か
ら
広
角

レ
ン
ズ
全
一四
ミ
リ
）で
撮
り
ま
し
た
。
広
角
レ
ン
ズ
の
特
徴
は
、
こ遼

近
感
を
表
現
で
き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ブ
ー
ゲ
ン
ビ
リ
ア
は
以
前
イ
カ
ダ
カ
ズ
ラ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

い
く
つ
も
重
な
っ
た
枝
の
様
子
が
筏
に
似
て
い
る
か
ら
で
し
ょ
う
か
？

村
社
会
福
祉
協
議
会

ヘ

○
嘉
手
納
キ
ク
さ
ん
（今
泊
四
五
〇
七
）よ
り

夫
、
典

一
様
の
香
典
返
し
と
し
て
十
万
円

○
安
谷
屋
清
次
さ
ん
（勢
理
客
四
七
六
）よ
り

母
、
静
子
様
の
香
典
返
し
と
し
て
五
万
円

○
嶺
井
政
兼
さ
ん
宣
（我
山
五
七
八
‐八
）よ
り

妻
、
文
子
様
の
香
典
返
し
と
し
て
五
万
円

○
玉
城
留
美
子
さ
ん
（諸
志
四
四
三
）よ
り

夫
、
士
口
信
様
の
香
典
返
し
と
し
て
十
万
円

○
山
城
金
長
さ
ん
（玉
城

一
七
）よ
り

妻
、
レ
イ
子
様
の
香
典
返
し
と
し
て
十
万
円

ご
芳
志
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ご
寄
付

開催期日:平威15年 11月 8日 (上)H9日 (日 )

開催場所 :北部12市町村

募集期間:平成15年 8月 1日 (金)～ 9月 30日 (火 )

特定非営利活動法人ツール・ド・おきなわ協会

住 所 沖縄県名護市港2-1-1(名護市民会館2階 )
TEL 0980-54-3174
FAX 0980-54-3169
UR L http://www.tour― de― omnawa.jp

e―mail info@tour― de― okinawa.jp

担 碧 斎藤

●

参

筆1
「ソ



碁
者
の
貴
貞
な
表
声
と
サ
ウ
ン
ド
を
楽
し
わ

「
そ
ら
」
コ
ン
サ
ー
ト

高
校
生
や
二
十
代
の
若
者
が
多
く

訪
れ
た
コ
ン
サ
ー
ト
は
、
ボ
ー
カ
ル

宇
和
川
さ
ん
の
優
し
く
、
素
朴
な
歌

声
と
二
人
の

意
気
の
合

っ

た
軽
妙
な
ト

ー
ク
で
盛
り

上
が
り
、
観

客
は
清
々
し

い
ス
テ
ー
ジ

を
楽
し
ん
だ
。

爽
や
か
な
歌
声
を
聞
き
な
が
ら
真

夏
の
夜
を
楽
し
く
過
ご
そ
う
と
村
青

年
会
（比
嘉
均
会
長
）が
主
催
し
て

「そ

ら
」
の
コ
ン
サ
ー
ト
が
六
月
二
十
七
日
、

村
で

ュヽ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た
。

「
そ
ら
」
は
、
四
年
前
に
結
成
さ
れ

県
内
各
地
の
ま
つ
り
や
ラ
イ
ブ

ハ
ウ

ス
に
出
演
し
、
若
者
に
人
気
上
昇
中

の
宇
和
川
直
幸
さ
ん
（ボ
ー
カ
ル
）
と

桃
原
淳
也
さ
ん
（キ
ー
ボ
ー
ド
）
の
男

性
二
人
組
ユ
ニ
ッ
ト
。

天
底
小
金
管
バ
ン
ド
部
が
四
度
日
の
優
勝

北
部
地
区
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

北
部
地
域
の
吹
奏
楽
、
金
管
バ
ン
　
　
去
年
に
続
き
富
名
腰
杯
を
獲
得
し
た
。

ド
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

第
十
二
回
北
部
地
区
吹
奏
楽

コ
ン
ク

ー
ル
が
七
月
五
日
、
名
護
市
民
会
館

大
ホ
ー
ル
で
小
、
中
、
高
二
十

一
校

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
た
。

小
学
校
の
部
に
は
、
人
校
が
出
場
。

七
番
目
に
登
場
し
た
天
底
小
学
校
（

日
高
修
校
長
）
は
、
安
田
さ
ゆ
り
教

諭
の
指
揮
で
マ
ー
チ
「
ア
ル
セ
ナ
ー
ル
」

を
演
奏
。
さ
わ
や
か
な
吹
奏
楽
が
観

衆
を
魅
了
し
金
賞
と
最
優
秀
を
受
賞
。

▲ 2年連続で優勝した天底小金管バンド部 ▲習いたての三味線を披露した「そら」のコンサート

7月 11日 午後 9時30分撮影

一ヒヨドリ科一

全国に 9亜種生息し、村内で「ピューシ」と呼ばれ 1年

中見られる留鳥 (リ ュウキュウヒヨドリ)。 ヒヨドリも南

のものほど色が黒くなります。

雑食性で、昆虫、本の実等を食べ、花のみつも大好き

で波形を描いて飛びます。

庭先の低木にも巣をつくることがあり(巣材には枯れ

草等を使いお椀形の巣)3～ 4羽のヒナを育てますが、
最近は他の鳥と同様カラスの被害が多く、ヒナを見るこ

とが少なくなっています。

沖縄県鳥獣保護員 (仲村渠智 )

幻閣的な花、サガリ|ヽ十1丼く
仲宗根区の民家の庭先に、ク方から花が咲き、明

け方には散るサガリバナ(サワフジ)が咲きました。

その名のとおり枝から長い房状に、花火に似た白

い花が垂れ下がり、甘い香りを一帯に漂わせていま

した。   1
サガリバナは、川沿いなどの湿潤なところを好み、

西表島では群落もあり普通に見られるそうです。

今泊

シリ■ズ今婦はり勁劾亀ち り

ヒヨドリ
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